
沼間小学校区地域連合会（住民自治協議会）平成29年度臨時総会及び第２回代表者会議概要 

 

日時 ７月29日（土）15：00～16：15 

場所 沼間小学校区コミュニティセンター 

地域出席者 24団体/33団体（委任状含む） 

市出席者 （地域担当職員）市川、土屋、川嶋（記録者） 

 

（臨時総会） 

次第 

１ 開会の辞  委任状を含む会員の過半数の出席があり、会則第21条の規定に基づき総会は成立。 

２ 会長代行挨拶 会長の逝去に伴い、７月７日に役員会を行い、正式に新会長を決めることとした。 

３ 議事 

  議長選出 曽志副会長を選出。 

  第1号議案 平成29年度役員一部変更（案）について、了承された。 

 

（代表者会議） 

１ 開会 会長、新役員挨拶 

２ 議題 

 １）協議会としての討議事項と報告 

（１） 主要道路渋滞の解消についての最新状況報告 

渋滞解消キャンペーンのチラシをつくった。地域団体や企業等に配布、掲示していく。７月

12日の逗子警察のイベントでも配布した。バナーフラッグについて、事故が起こった際の責

任の所在の問題について整理し、市長との面談を申し入れる。設置者は地域連合会にあり、

事故についても責任が及ぶと考えているため、損害保険に加入を検討している。県道の使用

許可については、市にお願いしたいと考えている。 

（２） 崖崩れ注意箇所の第２回視察報告 

７月９日視察を行った。２か所において危険と判断した。今後も視察を行い、報告書を作成

し、市又は県土木へ改善を働きかけていく予定。 

（３） 「地域づくり計画」策定進捗状況 

会長が委員長を兼任し、３名の委員をお願いし、進めることとした。今年度の共通事業とし

て25,000円の予算である。今後必要に応じ、委員を推薦し、進めていく。病院の誘致、東逗

子駅前開発、介護、子育てが柱になっていくと考えている。 

（４） 自主防災備蓄品の融通について活動方針 

前会長より、自主防災組織と避難所運営委員会を一つの組織にしていきたい意向があった。

その第一段階として、防災備蓄品の融通について、検討していく。 

（５） 防災施設マップ活動について 

配布が終了したため、プロジェクトチームを解散とする。 

 ２）審議会・懇話会等の報告 

  逗子市安心安全に関する懇話会のみ報告事項あり。７月20日に行われ、アクションプランの策定を行



っていくこととなった。 

３ 協議会状況 

１）避難所運営委員会活動報告 

９月23日に沼間小学校において避難所運営訓練を実施予定。 

２）卓球教室開催 

参加者も多く盛況。 

３）その他（会長報告） 

市の財政状況について確認してきた。平成28年度繰越金5.5億円を見込んでいたが決算では9,000

万円ほど不足の状況となっており、住民自治協議会の交付金が減額されるのではと懸念されてい

る。今年度については変更ない。来年度については交付金の減額が行われないよう、市内４つの住

民自治協議会と連携し、市と交渉していきたい。減額されることが避けられない場合、活動内容の

見直しや自主財源である会費の増額を検討していくこととなる。 

４ 地域の団体活動について 

 ０円食堂 今年度は交付金が交付され、36,000円支出している。 

 東逗子子ども会連合会 ふれあい広場における七夕祭りに参加した。８月は納涼まつりに参加予定。 

 沼間体育会 12月に地域対抗球技大会があるので参加願いたい。 

 沼間小学校ＰＴＡ 校内ペンキ塗りを行った。夏休み中の子どもの見守りをお願いしたい。 

 沼間中学校 ９月16日体育祭、10月21日合唱発表会予定。体育祭の練習では、近隣住民に迷惑をかけ

るがよろしくおねがいしたい。 

５ その他 

１）行政からのお知らせ 

地域防犯カメラ設置の補助金制度のお知らせ 

９月30日総合防災訓練を予定。 

２）その他 

民生委員の推薦をお願いしたい。 


